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（審議経過） 

○事務局（政策経営課長） 定刻となりましたの

で、ただいまより令和８年度第１回足立区区民評

価委員会を開催いたします。 

 私は、本日進行を務めます政策経営課長の鈴木

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。        

 本日、現状、11 名の委員の皆様にこの会場にご

参加いただき、２名オンライン参加いただいてお

ります。丸山委員は少し遅れた後ご参加いただけ

るということでご連絡いただいております。３名

の委員の皆様は本日ご都合により欠席とご連絡

いただいております。 

 本委員会並びにこれから行われます分科会に

つきましては、足立区区民評価委員会条例施行規

則第４条の規定に基づきまして、公開を原則とさ

せていただいております。会議記録、委員名簿も

含めて公開となりますので、その点ご了承いただ

ければと思います。 

 また、会議記録作成のため、委員の皆様のご発

言を録音させていただきますことも併せてご了

承いただければと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速、次第に沿って本日の議事を進

めさせていただきます。 

 まず、次第の１番、委嘱状の交付でございます。 

 本日は、今年度から新たに委員としてご就任い

ただきます公募委員６名の皆様に委嘱状を交付

させていただきます。 

 なお、本日欠席された委員には後日委嘱状を郵

送させていただきます。本日はお名前の読み上げ

のみとさせていただきます。 

 それでは、近藤区長、ご準備をお願いいたしま

す。 

（区長から委嘱状を交付） 

○事務局（政策経営課長） 次に、次第の２番に

移りたいと思います。諮問書の交付でございます。 

 近藤区長より藤後会長に区からの諮問書を手

交いたします。 

 それでは、藤後会長、区長、よろしくお願いい

たします。 

（諮問書交付） 

○事務局（政策経営課長） それでは、ここで、

第１回区民評価委員会の開催に当たりまして、近

藤区長よりご挨拶申し上げます。 

○近藤区長 おはようございます。 

 いよいよ本日から令和８年度の区民評価委員

会が始まってまいります。今回は新しい区民評価

委員の皆様方６名に加わっていただきまして、全

部で 17 名体制で評価を頂くわけでございます。

令和７年度の評価ということになりますと、新し

い基本計画のスタートした年でもございます。

「やりたいことが叶うまち」の実現に向けて、そ

れを実現することによって区民のウェルビーイ

ングを醸成していくという新たなステージのス

タートを切る基本計画でございますので、その初

年度の評価ということで、私も大いに期待してお

ります。 

 平成 17 年度からこの評価制度が始まりまして、

今回で何と 21 回目というものでございます。当

時、事業仕分けがはやった時代には、全国の様々

な自治体でこうした評価制度を取り入れたよう

でございますが、少なくとも現在継続していると

ころはそんなに多くはないように私は聞いてご

ざいます。正直申し上げて、事務方の負担も、そ

してまた担当者の負担も決して軽くはございま

せんけれども、私は、この 21 回続いている区民

評価制度というのは足立の一つの自慢の施策で

あると自負しております。 

 一つは区民の皆様方に対するアカウンタビリ

ティの実現に向けて透明性を高めるという意味

でも非常に重要だということ、そしてまた区民の

皆様方にもご参加いただいているという点も評

価していただけるものと考えております。 

 そしてまた、皆様方にＰＤＣＡサイクルを回し

ていただくことによりまして区の事業であった

り施策がブラッシュアップされてさらに洗練さ
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れたものになっていっているというところもご

ざいます。 

 そして、何と申しましても、職員の力のアップ

にもつながっております。単に難しいことを分か

りやすく説明するというコミュニケーション能

力ばかりでなく、自分の事業を俯瞰して見たり、

また立ちどまってじっくり自分の事業を考えて

みるといった職員としての様々な能力を高める

意味でも、皆様方とのこの評価制度という関わり

の中で職員が成長させていただいていることも

大変ありがたいと思っております。 

 足立区はおかげさまで人口も 70 万人を超えて

おりますし、区内の至るところでエリアデザイン

という形のまちづくりも進んでおります。住んで

みたいとか住みたいと言っていただける評価も

上がってきているということで、そういうときだ

からこそ地に足をつけて、区民の皆様方のために

何をしていかなければならないのかということ

を学識や当事者の区民の皆様方にもご評価いた

だきながら、さらに足立区を魅力的なまちにして

いくためにも、皆様方にもお時間を差し繰りいた

だいて大変恐縮ではございますけれども、ぜひ厳

しく、また様々な点からご評価いただきますよう

によろしくお願い申し上げます。 

 ありがとうございました。 

○事務局（政策経営課長） 申し訳ございません

が、区長はこの後他の公務がございますので、こ

こで退席させていただきます。 

○近藤区長 また改めてお目にかかる機会を設

けますので、よろしくお願い申し上げます。 

 ありがとうございました。 

（区長退席） 

○事務局（政策経営課長） 続きまして、次第の

４番でございます。会議に先立ちまして、委員の

皆様に自己紹介をしていただきたく思います。 

 本日お配りした資料１の名簿をご確認くださ

い。まず藤後会長からご挨拶いただき、その後は

名簿の順番に自己紹介をお願いいたします。 

 なお、時間に限りがございますので、１人２分

程度でお願いできればと思います。 

 それでは、藤後会長よりご挨拶をお願いいたし

ます。 

○藤後会長 皆様、2026 年度の足立区区民評価

が始まります。今日はお忙しい中ご出席いただき、

ありがとうございます。 

 会長を仰せつかっております東京未来大学の

藤後悦子と申します。よろしくお願いいたします。 

 簡単に自己紹介から始めさせていただきたい

と思います。 

 私は東京未来大学の開学のときからこちらに

勤務しております。次年度で開学から 20 年目に

なります。いつもいろいろなところでもお話しす

るのですけれども、私は２時間半かけて足立区に

通っています。それぐらい、未来大も足立区も大

好きで、足立区の魅力にある意味取りつかれてい

ます。その中で、この足立区の区民評価というも

のに関してもとても興味を持っております。 

 私の専門は、コミュニティ心理学と申しまして、

臨床心理学的な視点をもってコミュニティの中

に入っていってコミュニティの問題を住民と一

緒に解決していこうというような学問でござい

ます。実証的な知見をもって住民の方々と一緒に

解決していく、まさにこれは区民評価のプロセス

そのものだと思っているのです。 

 先ほど区長からもお話がありましたとおり、全

国を見渡しても、このように住民が参画した行政

評価というのはかなり縮小されております。その

中で足立区は半年かけてしっかりと丁寧にこれ

ほどの評価を行っているということは、まさに足

立区の姿勢が現われている証だと考えられます。

そこで、皆様方のご専門やご経験をぜひこの会議

でも生かしていただきたいと思っております。 

 いろいろな施策に関し改善していく点もそう

ですが、この区民評価自体も改善していくべきだ

と思っております。後ほど事務局からも説明がご

ざいますけれども、今年度に向けていろいろな変
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更点もございます。また、ご報告になりますが、

昨年度末、行政評価報告会を職員向けに行ってお

ります。その報告会自体もいろいろ工夫がなされ

ておりまして、数年前、当初はただ成果を棒読み

するというような感じでした。その後、ヒアリン

グの様子を動画で映して提示したり、昨年度に関

しましては成果が出ている課の職員の方々へイ

ンタビューをするというような内容を取り入れ

ております。 

 このようにこの区民評価自体も変化しており

ますので、今年度に関しましても皆様方と一緒に

よりよいものをつくってまいりたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 藤後会長、ありがと

うございます。 

 続きまして、本日オンラインでご参加いただい

ております荻原委員、よろしくお願いいたします。 

○荻原委員 荻原と申します。よろしくお願いい

たします。 

 本日は現地にお伺いできず、大変申し訳ござい

ません。改めまして、東洋大学に今おります荻原

と申します。 

 私はまちと行財政を担当させていただいてお

ります。 

 私はコロナのちょっと前ぐらいに着任させて

いただきましたので、もう５～６年ぐらいやらせ

ていただいているのですが、先ほどお話もありま

したけれども、年々いろいろ改善されてきてバー

ジョンアップされているかなと思います。昨年か

らもいろいろ見直しがございましたので、今年ま

た改めてどんな評価ができるのかなというのを

非常に楽しみにしております。 

 まちとくらしは今年２人の新しい委員の方に

入っていただけるということで、今日は直接お会

いできずに申し訳ございませんけれども、分科会

でいろいろ忌憚なき発言だったりコミュニケー

ションを取らせていただければと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、桑原委員、お願いします。 

○桑原委員 おはようございます。文教大学の桑

原と申します。 

 私自身は文教大学の越谷キャンパスというと

ころに所属しておりまして、埼玉県に勤務してい

るのですけれども、文教大学は足立区に 2021 年

４月に足立キャンパスを設けたというご縁もあ

りまして、こちらで携わらせていただいておりま

す。 

 私はひとの分科会を担当させていただいてお

ります。 

 専門は臨床心理学、発達心理学ということなの

ですけれども、この評価委員というのはスケジュ

ール的にも非常にタイトで、大変だなと思うこと

もたくさんあるのですが、とにかくエネルギーが

すごく、職員の皆さんもそうですし、こちらの評

価委員の皆さんのエネルギーも素晴らしくて、タ

イトな中でも私自身もエネルギーを頂けるとい

うところがあるので、ぜひよりよいものを皆さん

たちと一緒につくり上げていきたいと思ってい

ます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 続きまして、石田委

員、よろしくお願いいたします。 

○石田委員 東洋大学の石田と申します。どうぞ

よろしくお願いします。 

 私は区民評価は昨年度が初めてで、今年度が２

年目になります。とはいえ、１年たったからとい

って物すごいできるというわけではないのです

けれども、大分区民評価制度の勝手というのも分

かってきて、今年は、私たち区民評価委員、そし

て行政の皆さんとできるだけよりよいものをつ

くる、よりよい制度に持っていくというふうな視

点で、チーム一丸となってやっていきたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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○事務局（政策経営課長） 学識委員の武蔵野大

学の清水先生は本日ご欠席となっております。 

 続きまして、中村委員、よろしくお願いいたし

ます。 

○中村委員 中村です。よろしくお願いします。 

 担当はくらしの分科会ということで、私は今期

で４回目の区民評価委員会となります。以前に環

境審議会ですとか個人情報保護の審議会、あとは

文化・読書・スポーツ推進委員会とかをやってお

りまして、行政の業務は非常に多岐にわたるのだ

なというのを知ることができました。区民評価委

員会に応募したのは、業務を知った後でもっと深

く知りたい、できれば評価もさせてもらえればう

れしいということで評価委員会に参加させても

らっています。 

 先ほど区長からありましたけれども、年々、職

員の対応力ですとか能力ですとか、職員の方々が

すばらしくレベルアップしてきていますので、

我々評価委員もレベルアップしていかないと追

いついていかないだろうなということで、今回は

研修がいろいろバージョンアップした研修にな

るかと思いますので、１年目の方は、なかなか分

かりにくいかと思うのですが、研修で能力を磨い

ていただいて、ぜひきっちりした形で参加してい

ただければと思います。 

 私は前職はコンプライアンス関係の仕事をし

ておりまして、そういった観点からも何か対応が

できるのかなという感じでやっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 続きまして、本日オ

ンラインでご参加いただいています野本委員、お

願いいたします。 

○野本委員 体調不良で急遽オンラインで参加

させていただいております。 

 私は２年目になるのですけれども、「まちと行

財政」を担当させていただいております。 

 足立区に住んで５年目で、もともと育った地域

とかは全く違うところなのですけれども、新宿区

から転入して足立区は５年目というところで、普

段は会社員で勤めながら大手町に勤務している

のですけれども、こちらの足立区に住まいを移し

てから２人子供を産んで育てているというとこ

ろで、会社員、さらには２人を育てる母として、

足立区の行政に何か新しい視点ですとか客観的

な意見をできたらなと思ってこちらに参加させ

ていただいております。 

 ２年目とはなるのですけれども、まだまだ皆さ

んにお力添えいただければと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 野本委員、ありがと

うございます。 

 続きまして、丸山委員、お願いいたします。 

○丸山委員 丸山と申します。よろしくお願いし

ます。 

 私も今年２年目ということで、前回はどういう

ふうに進めていったらいいのかなと思いながら、

分からないながらも、数か月間、結構タイトな感

じでスケジュールを調整するのがかなり大変だ

ったのですけれども、何とかやることができまし

て、今年は自分の意見をもうちょっと言えればな

と思っています。 

 普段は行政書士の仕事をしていまして、ほかの

区であるとか、市であるとか、そういったところ

の行政と対応するようなことになるのですけれ

ども、このお仕事を去年やらせていただいて、行

政というのはこういうところだなということを

勉強できたのと、さらに、足立区とほかの区とか、

足立区とほかの市とか、そういったところの対応

力みたいなものを比較できるようになりまして、

ここは足立区のほうがいいなとか、こっちは葛飾

のほうがいいなとか、施設についても、足立がい

いなとか、ほかがいいなとか、そういったことも

参考にさせていただきながら業務を進めており

ます。そういった意味で大変勉強になるお仕事だ

と思いますので、今年も何とか頑張って数か月間

を終わらせたいと思っております。 



5 

 

 足立区に越してきましてまだ３年ほどしかた

っておりませんで、初めは足立区のことを知りた

いなと思うことから始まったのですけれども、今

回については、足立区によりよい区になってもら

いたい、少しでも力を貸すことができればと思っ

ておりますので、いろいろまたご指導いただけれ

ばと思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、柳原委員、お願いいたします。 

○柳原委員 柳原と申します。よろしくお願いい

たします。 

 私も２年目になりまして、昨年は「くらしと行

財政分科会」に参加させていただいていて、今年

は変わって、「ひとと行財政分科会」に参加する

ことになっております。 

 昨年１年間参加して感じたことは、普段見ない

というか、普段だと絶対に気づかない部分がすご

く分かったというところがあったりとか、事務局

の方たちがすごく頑張っている姿みたいなもの

も見せていただきましたし、逆に、もうちょっと

こういうふうにやったらいいかなと思うことも

結構あったりしたのですけれども、ほかの方たち

にも支えられて、自分も学びながらいろいろでき

たことがすごくよかったかなと思っています。 

 普段の仕事としては、私はインキュベーション

マネジャーという形で、これから起業する方たち

のための支援みたいなものをやっていまして、特

に足立区で起業する方に支援をするような仕事

をしています。足立区はほかの区に比べて助成金

とか補助金とかが結構充実しているのですね。そ

のあたりをいろいろ話していくうちに、足立区の

ことをもっと知りたいなとか、ほかの方たちにこ

ういう点がいいところですよみたいなことを伝

えたいということがあって、こういった形で参加

させていただくことになりました。 

 また今年も１年いろいろと考えさせられるこ

とがあったりとか、自分も学んでいかなければい

けないこともあるかと思うのですけれども、皆さ

んと一緒にやっていきたいと思っています。よろ

しくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、渡辺委員、お願いいたします。 

○渡辺委員 渡辺と申します。よろしくお願いい

たします。 

 評価委員は２年目になります。 

 簡単にバックグラウンドを説明いたしますと、

私は足立区に転入いたしまして約 10 年生活して

おります。 

 このたびの評価活動においては、デジタルの知

見と障がい当事者の知見の、２つの軸でお手伝い

できればと考えております。 

 職業としては、数年前からフリーランスをして

いるのですが、それ以前は約 20 年間、総合広告

代理店で主にデジタル領域の仕事をしておりま

した。 

 また、障がい当事者としては、精神障がいが 18

年で、身体が約５年となります。そのため、足立

区の医療・福祉には大変お世話になっています。

制度や支援を利用する側の実感も踏まえながら

意見を述べさせていただければと思っておりま

す。 

 私の精神障がいの特性として、長時間集中した

後に強い疲労が出たりするときがございます。で

すので、こういった緊張するような会議は結構疲

れるのですけれども、できる限り体調を整え参加

していきたいと思っておりますので、ご理解いた

だけますと幸いです。 

 よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 小泉委員は本日ご欠席でございます。 

 続きまして、島田委員、お願いいたします。 

○島田委員 島田です。今期から初めて委員を務
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めさせていただきます。よろしくお願いします。 

 普段はＩＴ系の企業で会社員として勤めてい

ます。 

 私の出身というか実家が足立区谷中でして、今

は足立区の中川に子ども３人の５人家族で住ん

でいます。なので、足立区にかなり長い期間お世

話になっています。あと、感じるのは、私が子ど

ものころに比べて今はすごい住みやすくて明る

いまちになっているなと思っていて、こういった

評議会の活動がそういった結果につながってい

るのかなと感じています。長年足立区にお世話に

なっているので、何か恩返しができればと思い、

この活動に参加させていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、田中委員、お願いいたします。 

○田中委員 今期から区民評価委員となりまし

た田中千裕と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 私は足立区生まれ、足立区育ちで、島田さんと

同じで、ずっと足立区に住んでおります。子ども

が３人おりまして、子どもが生まれてからは、く

らしに直結している行政というものにすごく関

心を持つようになり、選挙に行くことぐらいしか

関わることはできないと思っておりましたが、足

立区はこのようなすばらしい区民評価委員とい

う制度があるということを知り、今回応募させて

いただきました。 

 私自身は保育の仕事をずっとしてきておりま

して、20 年以上保育のお仕事をさせていただい

て、保育園の園長としての経験もございます。 

 今現在は、忙しくて時間がないと感じている方、

保育・教育の方だったり、子育てでやりたいこと

が実現できないと感じていらっしゃる方に向け

て、時間と心に余裕を持って真っすぐお子さんと

向き合えるようなサポートをさせていただいて

います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、谷委員、お願いいたします。 

○谷委員 初めまして。谷まどかと申します。 

 私は今期から初めて参加させていただくので

すけれども、私も、何人かいらっしゃったかと思

うのですが、足立区出身で、足立区に住んでいま

す。 

 普段は会社員として、主に企業様、法人のお客

様に対して、対応課題に対してクリエイティブの

領域で解決するというところで、採用ホームペー

ジだったりとか、そのほか各種企画を企画して販

売して納入するというところまで一貫して対応

しているようなお仕事をしています。 

 ぜひ皆様のお力添えを頂きながらお役に立て

たらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、野倉委員、よろしくお願いいたし

ます。 

○野倉委員 おはようございます。よろしくお願

いいたします。改めまして、野倉と申します。 

 私も今年から委員をさせていただいておりま

して、一般事務事業を担当させていただければと

思っております。 

 普段は、足立区の中と、今の担当としては文京

区の中で子どもたちの居場所づくりとかユース

センターといったものをつくるお仕事をＮＰＯ

法人で実施しております。 

 委員に応募したきっかけで申しますと、私自身

が足立区に引っ越してきたのは 2019 年なので、

約７年ほど住んでおりまして、子どもが１人、４

歳の娘がおりまして、子育てをしている当事者と

いうところと、子どもたち、中高生世代とふだん

話すことが割と多いので、足立区出身の子どもた

ちに話を聞いたときに、ちょっと足立区のことを

自虐的に話してしまうみたいな子たちも一部い



7 

 

るのですけれども、私の住んでいる実感としては、

特に直近の数年で言うと、足立区のイメージがア

ップしているというところを私自身も感じてい

たりするので、そのあたりのギャップが埋まって

いったり、シビックプライドといいますか、子ど

もたちに足立区で育っているということが自慢

できるというか、いいまちだなと感じて住んでも

らえるようになったらいいなみたいなところが

思いとしてはあって、応募させていただきました。 

 分からないことがかなりあって、ご迷惑をおか

けしてしまわないように頑張りたいなと思って

いるのですけれども、よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、松原委員、お願いいたします。 

○松原委員 松原博です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 まち分科会の新任としてご厄介になりたいと

思っています。 

 今回応募したのは、募集した際の文章に、足立

区をもっとよくしたい、その気持ちだけでオーケ

ーというくだりがありまして、これに心を動かさ

れました。 

 私はいわゆる評判の悪い団塊の世代という世

代なのですけれども、生まれてこの方 70数年間、

現役時代の転勤時以外は、それと結婚直後はあっ

たかな、それ以外は足立区の今現在住んでいると

ころにずっと住んでおります。その意味で本当に

住みやすくなったなという実感はあります。 

 今後、この委員を仰せつかったので、もっとよ

くなる足立を見届けたい、そこに少しでもお手伝

いができたらなと思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

した。 

 虎岩委員は、先ほどご案内したとおり、本日ご

欠席でございます。 

 改めまして、委員の皆様、ありがとうございま

した。 

 次に、事務局職員の紹介をさせていただきます。 

○事務局（政策経営部長） 皆様、おはようござ

います。政策経営部長の岩松と申します。皆さん

と一緒によりよい足立区にしていきたいと思い

ますので、どうぞお力を貸してください。よろし

くお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 改めまして、政策経

営課長の鈴木と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

○事務局（財政課長） 皆様、おはようございま

す。財政課長の菊地と申します。私は一般事務事

業の財政課を担当しておりますので、メインでそ

ちらの担当をさせていただきます。様々、事務事

業に課題のあるところがありますので、皆様方の

忌憚のないご意見を頂戴できればと思っており

ます。１年間よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） 政策経営課の鶴

巻と申します。よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） 政策経営課の高

田と申します。よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当） 政策経営課の仲村と

申します。よろしくお願いいたします。 

○事務局（財政担当係長） 財政課の田栗と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（財政担当係長） 同じく財政課の高崎

と申します。よろしくお願いします。 

○事務局（政策経営課長） 以上のメンバーで皆

様の審議が円滑に進むよう全力でサポートさせ

ていただきますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 それでは、ここからの議事進行は藤後会長にお

願いいたします。 

○藤後会長 それでは、会議次第に沿って会議を

進めさせていただきます。 

 ご意見、ご質問がある場合は、説明後に承りま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 次第５について、事務局より説明をお願いいた
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します。 

○事務局（政策経営担当係長） それでは、お手

元の資料２をご覧ください。 

 表紙を１枚おめくりいただきまして、２ページ

目になります。 

 まずは足立区の行政評価の狙いです。新しく委

員になられた方もいらっしゃいますので、資料に

沿って説明させていただきます。 

 足立区の行政評価の狙いは、こちらの４点とな

ります。 

 まず１点目、「区民に対する説明責任を果たし、

協働・協創を推進する」。 

 区として、自分たちがどのような活動をしてい

るのか、その結果がどのようになったか、どれほ

どのコストがかかったかなどを見える化し、区民

の方への説明責任を果たすことで区民の方々と

の信頼関係を築き、協働・協創関係を推進してい

くということです。区民評価委員会の評価活動で

は事業の所管課が委員の皆様にしっかり説明し

てまいります。そのコミュニケーションを通して

区民の皆様と信頼関係を築き、説明責任を果たし

ていくことを狙いの一つとしております。 

 ２点目、より一層、成果重視の区政をめざし、

重点プロジェクトを中心とした基本計画の進行

管理を行うという点です。 

 区では、どれだけ活動したかだけではなく、そ

の活動をしたことでどれだけの成果が上がった

かという視点で区政を運営しております。また、

重点プロジェクト事業と位置づけている事業を

中心に評価を実施することで基本計画の進行管

理を行っています。 

 ３点目、「ＰＤＣＡのマネジメントサイクルを

確立し、戦略的な区政経営を行う」という点です。 

 行政評価は評価すること自体が目的ではあり

ませんので、評価した結果をその後の予算編成に

反映させていくことで戦略的な区政運営を行っ

ていくこととしております。 

 ４点目、「職員の意識改革を進め、政策形成能

力を高める」という点です。 

 区民評価委員会の評価活動の一環として、委員

の皆様と職員との間でヒアリングを行っており

ます。例えばヒアリングの資料作成では、どのよ

うにご説明すれば委員の皆様に伝わるかなどを

意識しながら取り組んでおりますし、一連の行政

評価に関する活動を通して、職員一人一人が、区

民の方々が何を求めているのか、現状のままでよ

いのかといったことを自らに問いかけながら業

務に向き合う機会となっております。その積み重

ねが政策の形成能力を高めていくことにつなが

っています。 

 それでは、３ページ目をご覧ください。 

 ご説明したとおり、区の事業はＰＤＣＡサイク

ルを意識しながらブラッシュアップすることと

しております。計画を立てて事業を実施するだけ

ではなく、その後に Check、必ず評価をしており

ます。そして、評価することによって課題や改善

点が見えてきますので、その課題や改善点に基づ

いて Action、次の事業の改善につなげていって

おります。これをただ単純に一周回すのではなく

て、スパイラルアップさせ、よりよい事業に高め

ていき、最終目標である基本計画・基本構想の実

現につなげていくのが足立区の行政評価制度の

仕組みとなっております。 

 足立区では３段階で評価しております。自己評

価として事業所管による一次評価、次に二次評価

として庁内で評価、そして三次評価として外部評

価を行っています。足立区では、学識の委員だけ

ではなく、公募の委員の区民の方の視点が入って

いるという点にも特徴があります。その目的とし

ては、評価の客観性を高めるというところと、区

民目線を取り入れて改善につなげていく、そして

対話によって説明責任を果たしていくというこ

とも目的としています。 

 ４ページ目をご覧ください。 

 こちらのスライドは、区民評価委員会の１年間

のおおよそのスケジュールなどを示したもので
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す。 

 ひと・くらし・まち分科会のスケジュールと一

般事務事業のスケジュールは多少時期が異なり

ますけれども、それぞれが６月～７月にかけて対

象事業の所管課のヒアリングを行い、分科会とし

ての提言をまとめていきます。 

 これらを踏まえて会長が総括評価をまとめ、８

月 21 日の第２回全体会で報告書案について確認

していただき、９月３日に会長から区長へ答申を

行う予定です。評価結果は各部の事業改善にもつ

なげていきます。 

 こちらの図でも区長答申から矢印が下に伸び

て分岐しておりますが、予算のかからないような

事業改善や見直しの検討には年度内の下半期に

取り組んでいます。 

 取組結果を取りまとめて、２月頃には反映結果

報告書を作成します。 

 また、区民評価の結果は次年度の予算編成にも

生かされ、評価結果を踏まえて各部は次年度の予

算編成を行っています。 

 続きまして、５ページをお願いします。 

 区民評価委員会の活動に関しましては、皆様か

ら頂きましたご意見やご提言などを踏まえて改

善を行ってまいります。 

 今年度の取組は、次の４点です。１点目は「ヒ

アリングにおけるコミュニケーションの活性化」、

２点目は「各事業の評価や経緯の把握」、３点目

は「会議録の公開」、４点目は「視察の実施、他

分科会へのヒアリング参加」になります。 

 ６ページ目をご覧ください。 

 ヒアリングにおけるコミュニケーションの活

性化を図ってまいります。 

 提言に対する区の取組や受け止めを確認する

ための時間をヒアリングの中に設けることで区

民評価委員と各所管課との認識のそごをなくす

ことを狙いとしています。これまでもヒアリング

時間の延長など、円滑なコミュニケーションに資

する取組を行ってまいりましたが、より率直な意

見交換ができればと考えております。 

 続いて、７ページ目にお入りください。 

 昨年度、委員の方からの要望で、皆様にアンケ

ートを実施させていただきました。先ほどお話も

ありましたけれども、区民評価委員会の質の向上

も必要なのではないかというところにつきまし

てはご意見を頂いたところでございます。過去の

評価の経緯や課題などの把握も必要というご意

見なども頂きました。 

 そこで、分科会ごとに必要な書類等を活用した

研修を行い、事業の概要、過去の評価の経緯、課

題点などを把握してまいります。 

 続いて、８ページをご覧ください。 

 こちらもアンケートに基づいておりますが、評

価対象から外れる事業につきましては、皆様から

取組状況を確認したいなどとのご意見がござい

ましたので、事業の取組状況を確認し、お示しさ

せていただきます。 

 続きまして、９ページ、10 ページをご覧くださ

い。 

 会議につきましては、足立区区民評価委員会条

例施行規則第４条に基づき、原則公開となってお

ります。評価活動につきましては、自由な議論に

支障が生じるおそれがございますため、これまで

非公開としてまいりました。今年度につきまして

も同様の運用とするかは、この後、委員会に諮ら

せていただきたいと思っております。 

 会議録につきましては、足立区審議会等の設置

及び運営に関する指針に基づきまして、区民評価

委員会の活動は全文筆記で作成させていただき、

ホームページで公開となります。ただし、非公開

の会議につきましては会議録は非公開とさせて

いただくということになります。 

 音声データにより会議録を作成するため、発言

の際は、分科会長が指名するとか、発言の冒頭に

委員の誰々ですと述べていただくなどの運用を

お願いしたいと思います。 

 続きまして、11ページになります。 
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 昨年度に引き続きまして、各分科会において１

事業ずつ現場視察の実施を予定しております。現

在、視察の候補をピックアップしておりますので、

後ほどご連絡させていただきます。 

 続きまして、12ページです。 

 今年度も各分科会のスケジュールを共有し、任

意でほかの分科会のヒアリングに参加できるよ

うにいたします。 

 ただ、１点注意点なのですが、ほかの分科会へ

の任意の参加となりますので、報酬は発生いたし

ません。そして、交通費もご自身でご負担いただ

くことになりますので、あらかじめご了承くださ

い。 

 続きまして、13ページに入ります。 

 各分科会の構成及び評価事業について。 

 14ページをご覧ください。 

 足立区基本計画は、区の将来像の実現に向けて

各施策を体系的に整理した区政運営の指針であ

るとともに、分野別計画の基本となるものです。 

 重点プロジェクト事業はその中に位置づけら

れておりまして、ひと・くらし・まち・行財政と

いう４つの視点で事業を整理しております。この

４つの視点のうち、行財政につきましては、ひと・

くらし・まちの近しい内容で各分科会に分けてお

ります。 

 また、基本計画の層の一番下に事務事業が位置

づけられております。足立区が実施する全ての事

務事業を合わせると約 650 ほどございますけれ

ども、これらのうちの一部、課題のある事業を抽

出し、「一般事務事業見直し分科会」で評価して

いただくこととなります。 

 各分科会で評価していただく事業は６～７事

業になります。一般事務事業につきましては決算

後に事業を抽出するという流れになりますので、

今どの事業と決定はしておりませんけれども、お

おむね７事業程度となるかと思います。 

 続きまして、15ページに入ります。 

 令和８年度に評価する事業は、令和７年度に実

施した事業となります。 

 お手元の資料４の裏面には、分科会ごとに各事

業のヒアリング日程を載せております。また、資

料３は、こちらは重プロになりますけれども、年

間の評価活動の流れとなっております。お時間の

あるときにご覧ください。 

 続きまして、16ページに入ります。 

 表彰制度についてです。 

 平成 29 年度から区民評価委員会からの提案を

受けて実施しております表彰制度の目的は、各プ

ロジェクトのさらなる推進と評価事業の円滑化、

協創をサポートするため職員力を高めることと

いうことで、その視点といたしましては、評価活

動に対する所管課の参加度や理解度という観点

から、区民への説明責任を果たすことに貢献した

事業を分科会ごとに選定していただいているも

のです。ご参考までに、令和７年度に分科会ごと

に選定していただいた事業を掲載しております。 

 今年度も各分科会から表彰事業を選定してい

ただきたいと考えております。 

 以上が事務局からの説明となります。 

○藤後会長 今の事務局の説明について何かご

意見、ご質問があれば、ぜひよろしくお願いいた

します。いかがでしょうか。 

 せっかくなので、私から１点お伺いしてよろし

いですか。 

 事務局にお伺いしたいのですけれども、12 ペ

ージの他分科会のヒアリングに関してですが、こ

れはオンラインでの参加は可能ですか。 

○事務局（政策経営担当係長） はい。昨年度令

和７年度もオンラインでご参加していただいて

おりますので、オンラインは可能です。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 ほかに皆様、いかがでしょうか。 

○事務局（政策経営課長） すみません、１点だ

け補足させてください。 

 先ほど議事録作成についてのお話がございま

した。区として今年の４月１日から議事録作成に
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関してのルールが少し変わっております。そのた

め、昨年はここまで丁寧なご説明はなかったかと

思うのですけれども、これまで、分科会ごとの評

価活動について、明確な議事要旨の作成までは行

っていなかったのですが、今年度からはそちらに

ついても音声を取らせていただき、基本的には文

字起こしでの全文筆記という形にさせていただ

きたいと思っています。区として区政の透明化と

いう観点でいわゆる審議会の活動でどういう議

論が行われたかどうかということをもう少し丁

寧に残しておくべきだというような区議会から

の要望もあり、このような形で少しルールを変え

ているところでございます。非公開のものなので、

基本的には話し合われたものが表に出るという

ことはないのですけれども、区としてどういった

ご提言を皆さんから頂いているかというのをき

ちんと全文筆記という形で残しておくというこ

とで、少し区のルールが変わっている関係でこの

ようなご案内をさせていただいているところで

ございます。 

 以上です。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 ほかに皆様からご質問、ご意見、いかがでしょ

うか。 

 よろしくお願いいたします。 

○野倉委員 委員の野倉です。 

 先ほどスケジュールとほかの分科会への参加

についてご説明いただいたのですけれども、一般

事務事業はヒアリング日程が資料だと未定とい

いますか、期間だけ定まっていてという形だと思

うのですけれども、こちらは本日ではなくて、ま

た後日決定したもののご連絡が皆様に行くとい

う形でしょうか。 

○事務局（財政課長） 事務局の財政課からご説

明させていただきます。 

 この会の後に分科会ごとに分かれましてご説

明の機会がございます。こちらで数字をお示しさ

せていただきたいと思いますので、そちらでご案

内させていただきます。 

 以上です。 

○藤後会長 ほかにいかがでしょうか。―よろ

しいでしょうか。 

 また何かありましたら、途中でもお声がけいた

だければと思います。 

 ありがとうございます。 

 それでは、先ほど事務局から説明のあったとお

り、分科会につきましては、「ひとと行財政分科

会」、「くらしと行財政分科会」、「まちと行財

政分科会」、「一般事務事業見直し分科会」の４

分科会に分かれて活動してまいります。資料１の

裏面をご覧いただきますと、区民委員の皆様の構

成が書かれております。この案は、事前に皆様に

ご関心のある分野をお聞きした結果、分科会の目

的や委員の皆様のご経験等のバランスを考慮し

て事務局が作成したものです。この案に基づきメ

ンバー構成を決定したいと思いますけれども、い

かがでしょうか。これはあくまでもまだ案の状況

ですので、もしご意見がないようでしたら、ご承

認いただければと思います。―よろしいですか。 

 それでは、分科会の構成につきましては資料の

とおり決定させていただきます。 

 続いて、答申に当たりましては、第２回全体会

で各委員から頂いた意見を基に、私と事務局で最

終的な区民評価委員会活動報告書をまとめる形

でご一任いただければと思います。これに関して

もよろしいでしょうか。―はい。 

 続いて、会議の公開についてです。先ほど事務

局からもご説明がございました資料５の足立区

区民評価委員会条例施行規則第４条の規定に基

づき、本全体会及び分科会は公開が原則となって

おります。ただし、評価活動につきましては、自

由な討議に支障が出るおそれがあるという判断

からこれまで非公開としておりました。今年度の

分科会につきましても同様の扱いでよろしいで

しょうか。多分、新規の方はイメージがつきづら

いかもしれないですけれども。―はい。 
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 それでは、そのようにさせていただきたいと思

います。ありがとうございます。 

 今までの説明につきまして何かご意見、ご質問

があれば確認させていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。―よろしいですか。 

 これで大丈夫ですか。事務局の方はよろしいで

すか。 

 すごく早く流れが進んでおります。これで第１

回区民評価委員会を終了にいたします。スムーズ

な進行にご協力いただき、ありがとうございます。 

 全体会はここで閉会とさせていただきますが、

これから後ほど分科会に分かれてスケジュール

等の調整があると思います。 

 今後の活動の予定につきまして事務局から連

絡がございますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 藤後会長、ありがと

うございました。 

 それでは、次第の６「分科会別今後の予定につ

いて」を含めて、幾つか事務連絡をさせていただ

きます。 

 今後のスケジュールについては、分科会ごとに

分かれて評価活動を行っていきます。令和８年度

につきましては、「ひとと行財政分科会」は鶴巻、

「くらしと行財政分科会」は仲村、「まちと行財

政分科会」は高田、「一般事務事業見直し分科会」

は田栗、高崎が担当となります。この後、分科会

ごとに分かれて、先ほどもございましたスケジュ

ールの確認などをさせていただきます。 

 最後、お車でおいでの方は、駐車券のご用意が

ございますので、事務局にお声がけいただければ

と思います。 

 連絡事項は以上となります。 

 本日はありがとうございました。 


